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第４５４回：軍服姿の大富豪 

    

久々に面白いネット画像を見つけた。6月4日付のフランス政府系RFI（ラジオ・フランス・インターナショナ

ル）中国語版は、画像付きで、こんな内容の記事を掲載した。（読み下しの便宜上、読点を打った。） 

中国億万富豪・馬化騰・與・劉強東・身穿当年紅軍服・頭戴八角帽・拝訪・革命聖地・延安・照片・在中国

網絡・引発・驚訝。 

騰訊・與・京東集団・官網・均・高調声称・馬化騰・與・劉強東・到延安・感受革命文化。 

ここに登場する主人公は二名。 

①世界最大級の総合ネット企業テンセント（騰訊）のオーナー馬化騰氏（46歳）。 

②中国のネット通販大手、京東集団（JD ドットコム）のオーナー劉強東氏（44歳）。 

訳文：中国の大富豪である馬化騰と劉強東が、往時の紅軍軍服と八角帽を着用して、革命聖地の延安を

訪問し、そのときの写真が中国のネット上を騒がせている。 

テンセントと JD ドットコムの公式サイトは声を揃えて、馬化騰、劉強東両氏が、延安で革命文化を

体験したと報じている。 

両氏の雄姿を見たければ、RFI のウェブサイト↓でどうぞ。 

http://trad.cn.rfi.fr/%E4%B8%AD%E5%9C%8B/20180604-%E9%A6%AC%E5%8C%96%E9%A8%B0%E8%88%87%E5

%8A%89%E5%BC%B7%E6%9D%B1%E7%B4%85%E8%BB%8D%E6%9C%8D%E8%A8%AA%E5%BB%B6%E5%AE%89%E7%9

6%91%E8%A2%AB%E6%8C%87%E6%9F%93%E7%B4%85%E4%BF%9D%E8%BA%AB 

 

延安は陝西省の省都西安市の北方約250キロに位置する中国共産党の聖地である。 

西部大開発や一帯一路の起点として近年成長著しい西安だが、そこから250キロも離れた延安は辺鄙な

田舎にあり、日本国を悩ます薄汚い黄砂はこの辺から飛んで来る。 

1930 年代に蒋介石率いる国民党政府が、中国共産党が立てこもる内陸部のアジト「中華ソビエト共和国」

に対する攻勢を強め、それに耐えきれなくなった共産党が、1934 年に江西省瑞金の潜窟を放棄して、国民

党と交戦しつつ、江西省から⇒貴州省⇒四川省⇒甘粛省⇒陝西省といった約 1.2 万キロの大移動を敢行し、

10万人の兵力だったのを最終的に数千人にまで減らし、ヘロヘロ状態になってようやく辿りついた先が黄土

高原の奥地の延安であった。 

そして、疲労困憊状態の毛沢東、周恩来、鄧小平たちを温かく迎えた現地共産党部隊の幹部のなかに、

習近平主席の亡父・習仲勲がいた。 

この大移動を共産党では「長征（Long March）」と誇示しているが、当時追討する立場だった国民党は、

「大流竄」と呼んでいた。両党間で表現が異なるのは当然のことだが、正確に云えば、「国民党に追われた

共産党のほぼ全員が参加し、夜中にこっそり逃げるように行った引っ越し」となろう。 

荷車に鶏豚羊、米小麦、布団に下着、印刷機、そしてソ連やドイツから無償援助を受けた小火器等一切

合財を積み込んで、数個師団規模の夜逃げを敢行したわけだ。 
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長征は国民党も追撃するのを躊躇するくらいの僻地を目指した毛沢東戦術のお蔭で何とか成功し、延安

の共産党本部は、長征完了の1936年から日中戦争が終わった４５年まで平穏無事であった。 

ボクが初めて延安を知ったのは、中学生のころに読んだ水滸伝で、九紋龍・史進に武藝十八般を教えた

禁軍教頭の王進が母親を連れて落ち延びていく先が「延安府」、いまの陝西省延安市であった。 

王進はここまで逃げれば高俅らの追手も来ないと考え、辺境の砦がある延安に向かったのだが、水滸伝

の愛読者であった毛沢東も同じ発想で延安を選んだのかも知れない。 

 

そんなわけで、延安は日中戦争時に共産党本部が置かれていた場所であり、同時に習近平国家主席が

ティーンエージャーのころに北京を追われ、洞窟に住みながら農作業に従事した場所でもある。 

中国共産党は、習近平時代に入ると、共産党の輝かしい歴史を理解するために、全国の公務員、勤労者、

学生たちに延安への学習旅行を「推奨」している。 

共産党の推奨とは単なるお勧めではない。そんな雰囲気を敏感に察知し行動に移したのが、中国実業界

の若手エリートであるテンセント・馬化騰と、JD ドットコム・劉強東の両氏だ。 

ネット産業のリーダーである両氏は、豪華旅行を伴う聖地訪問では、党と民草に対する訴求力が低いと

考え、軍服姿を選んだのではないだろうか。 

普段はゼニアのスーツやブルックスブラザーズのジャケットをバチッと決めている大富豪が、商売のため

とは云え、赤い星の軍帽に水色の軍服を着用、腕には赤い腕章、足元はゲートルに布靴といった恰好で、

革命聖地を闊歩するとは・・・悪いけど、あまり似合っていないと云うか、腹を抱えて笑ってしまった。 

 

米中貿易摩擦がますます激化し、ZTE が危急存亡の崖っ縁に追い込まれるなど、米国から知的財産権

問題等を追及されている中国のIT産業はいま抜本的な経営戦略の見直しを迫られており、本来ならば延安

旅行どころではないはずだ。 

両氏にとって米国の制裁は怖い、でも共産党は更に怖いということで、泣く泣く多忙な時間を割いて聖地

に駆けつけ、どうせ来たからにはトコトンやろうぜ！と示し合わせ、軍装で恭順の意を示したということか。 

世界的大富豪の両氏に対する中国の庶民からの妬み嫉み僻みの風当たりは強いようだが、金持ちだっ

てそれなりに苦労しているのだ。（了） 

文中の見解は全て筆者の個人的意見である。 

                              平成３０年６月７日  

筆者プロフィール 

杉野光男 

東洋証券株式会社 主席エコノミスト 

一橋大学商学部卒、 三菱信託銀行（現三菱UFJ信託銀行）入社、上海華東師範大学へ留学 

同行北京駐在員、上海駐在員事務所長、理事中国担当部長を経て、２００７年より現職 

著書  日本の常識は中国の非常識（時事通信社）、中国ビジネス笑劇場（光文社）等 
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ご投資にあたっての注意事項 

手数料等およびリスクについて 

① 株式の手数料等およびリスクについて 

・ 国内株式の売買取引には、約定代金に対して最大1.2420％（税込み）、最低3,240円（税込み）（売却約定代金

が3,240円未満の場合、約定代金相当額）の手数料をいただきます。国内株式を募集、売出し等により取得い

ただく場合には、購入対価のみをお支払いいただきます。国内株式は、株価の変動により、元本の損失が生

じるおそれがあります。 

・ 外国株式等の売買取引には、売買金額（現地における約定代金に現地委託手数料と税金等を買いの場合に

は加え、売りの場合には差し引いた額）に対して最大 0.8640％（税込み）の国内取次ぎ手数料をいただきます。

外国の金融商品市場等における現地手数料や税金等は、その時々の市場状況、現地情勢等に応じて決定さ

れますので、本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。外国株式は、株価の変動および

為替相場の変動等により、元本の損失が生じるおそれがあります。 

②債券の手数料等およびリスクについて 

・ 非上場債券を募集・売出し等により取得いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。 

 債券は、金利水準の変動等により価格が上下し、元本の損失を生じるおそれがあります。外国債券は、金

利水準の変動等により価格が上下するほか、カントリーリスク及び為替相場の変動等により元本の損失が生

じるおそれがあります。また、倒産等、発行会社の財務状態の悪化により元本の損失を生じるおそれがありま

す。 

③投資信託の手数料等およびリスクについて 

・ 投資信託のお取引にあたっては、申込（一部の投資信託は換金）手数料をいただきます。投資信託の保有期

間中に間接的に信託報酬をご負担いただきます。また、換金時に信託財産留保金を直接ご負担いただく場合

があります。 

投資信託は、個別の投資信託ごとに、ご負担いただく手数料等の費用やリスクの内容や性質が異なるため、

本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。 

 投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象とするため、当該金融商品市

場における取引価格の変動や為替の変動等により基準価格が変動し、元本の損失が生じるおそれがありま

す。 

④株価指数先物・株価指数オプション取引の手数料等およびリスクについて 

・ 株価指数先物取引には、約定代金に対し最大 0.0864％（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委

託証拠金が必要となります。 

・ 株価指数オプション取引には、約定代金、または権利行使で発生する金額に対し最大 4.320％（税込み）、最

低2,700円（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委託証拠金が必要となります。株価指数先物・株

価指数オプション取引は、対象とする株価指数の変動により、委託証拠金の額を上回る損失が生じるおそれ

があります。 

ご投資にあたっての留意点 

 取引や商品ごとに手数料等およびリスクが異なりますので、当該商品等の契約締結前交付書面、上場有価証券

等書面、目論見書、等をよくお読みください。 


